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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 31日 (2007.10.31)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ Ａ ） 予 め 形 成 さ れ た 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 お よ び 非 感 光 性 の 被 還 元 性 銀 イ オ ン 源 の フ ォ
ト サ ー モ グ ラ フ ィ 分 散 物 を 用 意 す る 段 階 、 お よ び 以 下 の 段 階 を 順 番 に 行 う こ と 、
　 （ Ｂ ） 前 記 予 め 形 成 さ れ た ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 お よ び 非 感 光 性 の 被 還 元 性 銀 イ オ ン 源 と 組
み 合 わ さ る 、 下 記 構 造 Ｐ Ｓ ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｐ ｈ 1 お よ び Ｐ ｈ 2 は 、 同 じ ま た は 異 な る フ ェ ニ ル 基 で あ り ； Ｒ 1 お よ び Ｒ 2 は 、 各
々 、 独 立 し て 、 水 素 ま た は ア ル キ ル ま た は フ ェ ニ ル 基 で あ り ； Ｌ は 、 直 接 結 合 ま た は 二 価
の 連 結 基 で あ り ； ｍ は 、 １ ま た は ２ で あ り ； ｍ が 、 １ で あ る と き に は 、 Ｒ 3 は 、 一 価 の 基
で あ り ； ｍ が 、 ２ で あ る と き に は 、 Ｒ 3 は 、 そ の 鎖 内 に １ ～ ２ ０ 個 の 炭 素 、 窒 素 、 酸 素 ま
た は 硫 黄 原 子 を 有 す る 二 価 脂 肪 族 連 結 基 で あ る ）
に よ っ て 表 さ れ る 硫 化 ジ フ ェ ニ ル ホ ス フ ィ ン 化 合 物 一 つ ま た は 二 つ 以 上 を 用 意 す る 段 階 ；
　 （ Ｃ ） 前 記 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 上 ま た は 周 囲 の 上 記 構 造 （ Ｐ Ｓ ） に よ っ て 表 さ れ る 硫 化 ジ



フ ェ ニ ル ホ ス フ ィ ン 化 合 物 を 酸 化 環 境 下 で 分 解 す る こ と に よ り 前 記 予 め 形 成 さ れ た ハ ロ ゲ
ン 化 銀 粒 子 を 化 学 増 感 し て 、 前 記 非 感 光 性 の 被 還 元 性 銀 イ オ ン 源 と 反 応 的 に 組 み 合 わ さ る
化 学 増 感 済 み 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 を 含 む フ ォ ト サ ー モ グ ラ フ ィ 乳 剤 を 用 意 す る 段 階 ；
な ら び に
　 （ Ｄ ） 前 記 非 感 光 性 の 被 還 元 性 銀 イ オ ン 源 中 の 前 記 被 還 元 性 銀 イ オ ン の 一 部 を 感 光 性 ハ
ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 に 変 換 す る 段 階
を 含 む 、 フ ォ ト サ ー モ グ ラ フ ィ 乳 剤 の 調 製 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 Ｐ ｈ 1 お よ び Ｐ ｈ 2 が 、 同 じ ま た は 異 な る フ ェ ニ ル 基 で あ り 、 Ｒ 1 お よ び Ｒ 2 が 、 各 々 、 独
立 し て 、 水 素 で あ り 、 Ｌ が 、 カ ル ボ ニ ル ［ － （ Ｃ ＝ Ｏ ） － ］ 基 で あ り 、 ｍ が 、 １ で あ り 、
Ｒ 3 が 、 炭 素 原 子 数 １ か ら ７ の 一 価 脂 肪 族 基 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 被 還 元 性 銀 イ オ ン が 、 非 感 光 性 の 被 還 元 性 銀 イ オ ン 源 １ モ ル 当 た り １ ０ - 4 か ら １ ０
- 1 モ ル の ハ ロ ゲ ン 原 子 の 量 で の ハ ロ ゲ ン 含 有 化 合 物 の 添 加 に よ り 、 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 に
変 換 さ れ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 硫 化 ジ フ ェ ニ ル ホ ス フ ィ ン 化 合 物 が 、 Ｈ Ｓ Ｂ ｒ を 生 じ る 酸 化 剤 の 存 在 に よ り 分 解 さ
れ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 （ Ａ ） 予 め 形 成 さ れ た 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 お よ び 非 感 光 性 の 被 還 元 性 銀 イ オ ン 源 の フ ォ
ト サ ー モ グ ラ フ ィ 分 散 物 を 用 意 す る 段 階 、 お よ び 以 下 の 段 階 を 順 番 に 行 う こ と 、
　 （ Ｂ ） 前 記 予 め 形 成 さ れ た ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 お よ び 前 記 非 感 光 性 の 被 還 元 性 銀 イ オ ン 源
と 組 み 合 わ さ る 、 下 記 化 合 物 Ｐ Ｓ － １ か ら Ｐ Ｓ － １ ９ ：
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【 化 ５ 】
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【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の 少 な く と も 一 つ か ら 選 択 さ れ る 一 つ ま た は 二 つ 以 上 の 硫 化 ジ フ ェ ニ ル ホ ス フ ィ ン 化 合 物
を 用 意 す る 段 階 ；
　 （ Ｃ ） 臭 化 水 素 酸 ピ リ ジ ニ ウ ム 過 臭 化 物 を ２ ０ ℃ か ら ３ ０ ℃ で ６ ０ 分 間 以 下 、 一 つ ま た
は 二 つ 以 上 の 段 階 で 前 記 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 に 添 加 す る こ と に よ っ て 、 前 記 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒

(7) JP 2007-514198 A5 2007.12.20



子 上 ま た は 周 囲 の 前 記 一 つ ま た は 二 つ 以 上 の 硫 化 ジ フ ェ ニ ル ホ ス フ ィ ン 化 合 物 を 分 解 す る
こ と に よ り 前 記 予 め 形 成 さ れ た ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 を 化 学 増 感 し て 、 ベ ヘ ン 酸 銀 を 含 む 前 記
非 感 光 性 の 被 還 元 性 銀 イ オ ン 源 と 反 応 的 に 組 み 合 わ さ る 化 学 増 感 済 み 感 光 性 臭 化 銀 粒 子 を
含 む フ ォ ト サ ー モ グ ラ フ ィ 乳 剤 を 用 意 す る 段 階 ； な ら び に
　 （ Ｄ ） 前 記 非 感 光 性 の 被 還 元 性 銀 イ オ ン 源 中 の ０ ． １ か ら １ ０ モ ル ％ の 被 還 元 性 銀 イ オ
ン を 臭 化 物 塩 の 添 加 に よ り 感 光 性 臭 化 銀 粒 子 に 変 換 す る 段 階
を 含 む 、 白 黒 フ ォ ト サ ー モ グ ラ フ ィ 乳 剤 の 調 製 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 （ Ａ ） 予 め 形 成 さ れ た 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 お よ び 非 感 光 性 の 被 還 元 性 銀 イ オ ン 源 の フ ォ
ト サ ー モ グ ラ フ ィ 分 散 物 を 用 意 す る 段 階 、 お よ び 以 下 の 段 階 を 順 番 に 行 う こ と 、
　 （ Ｂ ） 前 記 予 め 形 成 さ れ た ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 お よ び 非 感 光 性 の 被 還 元 性 銀 イ オ ン 源 と 組
み 合 わ さ る 、 下 記 構 造 Ｐ Ｓ ：
【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｐ ｈ 1 お よ び Ｐ ｈ 2 は 、 同 じ ま た は 異 な る フ ェ ニ ル 基 で あ り ； Ｒ 1 お よ び Ｒ 2 は 、 各
々 、 独 立 し て 、 水 素 ま た は ア ル キ ル ま た は フ ェ ニ ル 基 で あ り ； Ｌ は 、 直 接 結 合 ま た は 二 価
の 連 結 基 で あ り ； ｍ は 、 １ ま た は ２ で あ り ； ｍ が 、 １ で あ る と き に は 、 Ｒ 3 は 、 一 価 の 基
で あ り ； ｍ が 、 ２ で あ る と き に は 、 Ｒ 3 は 、 そ の 鎖 内 に １ ～ ２ ０ 個 の 炭 素 、 窒 素 、 酸 素 ま
た は 硫 黄 原 子 を 有 す る 二 価 脂 肪 族 連 結 基 で あ る ）
に よ っ て 表 さ れ る 硫 化 ジ フ ェ ニ ル ホ ス フ ィ ン 化 合 物 一 つ ま た は 二 つ 以 上 を 用 意 す る 段 階 ；
　 （ Ｃ ） 前 記 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 上 ま た は 周 囲 の 前 記 一 つ ま た は 二 つ 以 上 の 硫 化 ジ フ ェ ニ ル
ホ ス フ ィ ン 化 合 物 を 酸 化 環 境 下 で 分 解 す る こ と に よ り 前 記 予 め 形 成 さ れ た ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒
子 を 化 学 増 感 し て 、 前 記 非 感 光 性 の 被 還 元 性 銀 イ オ ン 源 と 反 応 的 に 組 み 合 わ さ る 化 学 増 感
済 み 感 光 性 ハ ロ ゲ ン 化 銀 粒 子 を 含 む フ ォ ト サ ー モ グ ラ フ ィ 乳 剤 を 用 意 す る 段 階 ；
　 （ Ｄ ） 前 記 非 感 光 性 の 被 還 元 性 銀 イ オ ン 源 中 の 被 還 元 性 銀 イ オ ン の 一 部 を 感 光 性 ハ ロ ゲ
ン 化 銀 粒 子 に 変 換 す る 段 階 ；
　 （ Ｅ ） 段 階 （ Ａ ） か ら （ Ｄ ） の い ず れ か と 同 時 に 、 ま た は 段 階 （ Ｄ ） の 後 に 、 バ イ ン ダ
ー を 添 加 し て 、 フ ォ ト サ ー モ グ ラ フ ィ 乳 剤 配 合 物 を 形 成 す る 段 階 ； な ら び に
　 （ Ｆ ） 段 階 （ Ｅ ） の 後 、 前 記 乳 剤 配 合 物 を 支 持 体 上 に 塗 布 し 、 乾 燥 さ せ て 、 フ ォ ト サ ー
モ グ ラ フ ィ 材 料 を 生 じ さ せ る 段 階
を 含 む 、 フ ォ ト サ ー モ グ ラ フ ィ 材 料 の 調 製 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 段 階 （ Ｆ ） の 前 に 、 ま た は 段 階 （ Ｆ ） と 同 時 に 、 担 体 層 を 、 前 記 支 持 体 の 上 、 前 記 フ ォ
ト サ ー モ グ ラ フ ィ 乳 剤 配 合 物 の 下 に 塗 布 す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 。
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